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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯型情報処理端末の位置を表す端末位置情報を取得する端末位置情報取得手段を備え
る情報処理装置であって、
　入力される確認用位置を表す確認用位置情報を受け付ける確認用位置情報受付手段と、
　前記受け付けられた確認用位置情報を複数記憶すると共に、当該確認用位置情報にメー
ルアドレスを表すアドレス情報を複数対応づけて記憶する情報記憶手段と、
　前記取得された端末位置情報と前記確認用位置情報とを比較し、その比較結果に基づい
て当該確認用位置情報に対応づけて記憶されている前記アドレス情報を送信先のメールア
ドレスを表す情報として含むメール情報を送信するメール送信手段と、
　前記メール送信手段による前記メール情報の送信が失敗した場合に当該メール情報の送
信が失敗した旨を表す送信成否情報を出力する送信成否情報出力手段と、
を備え、
　前記情報記憶手段は、更に、メールの内容を表すコンテンツ情報を複数記憶し、当該各
コンテンツ情報を前記確認用位置情報毎に対応付けられた前記複数のアドレス情報のそれ
ぞれに対応づけて記憶すると共に、前記アドレス情報及び前記コンテンツ情報からなるメ
ール基本情報の１つと前記確認用位置情報の１つとを対応付けた対応付情報を、前記メー
ル基本情報の数と同数生成して記憶するように構成され、
　前記メール送信手段は、前記端末位置情報取得手段にて取得された端末位置情報と一致
した前記確認用位置情報に対応づけて記憶されている前記メール基本情報のリストを作成
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し、当該リストの先頭の前記メール基本情報を取得すると共に、このメール基本情報を前
記リストから除去し、当該取得したメール基本情報内の前記アドレス情報を送信先のメー
ルアドレスを表す情報として含み、かつ、当該取得したメール基本情報内の前記コンテン
ツ情報をメールの内容を表す情報として含むメール情報を送信するように構成された情報
処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の情報処理装置であって、
　入力される消去指示情報を受け付ける消去指示情報受付手段と、
　前記消去指示情報受付手段が前記消去指示情報を受け付けた場合、前記記憶されている
確認用位置情報を消去する情報消去手段と、
　を備える情報処理装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の情報処理装置は、前記携帯型情報処理端末である情報処理装置
。
【請求項４】
　情報処理装置にメール情報を送信させるメール送信方法であって、
　入力される確認用位置を表す確認用位置情報を受け付ける工程と、
　前記受け付けられた確認用位置情報を複数記憶すると共に、当該確認用位置情報にメー
ルアドレスを表すアドレス情報を複数対応づけて記憶手段に記憶させる情報記憶処理工程
と、
　携帯型情報処理端末の位置を表す端末位置情報を取得する端末位置情報取得工程と、
　前記取得された端末位置情報と前記確認用位置情報とを比較し、その比較結果に基づい
て当該確認用位置情報に対応づけて記憶されている前記アドレス情報を送信先のメールア
ドレスを表す情報として含むメール情報を送信するメール送信工程と、
　前記メール送信工程による前記メール情報の送信が失敗した場合に当該メール情報の送
信が失敗した旨を表す送信成否情報を出力する工程と、
を含み、
　前記情報記憶処理工程は、前記記憶手段にメールの内容を表すコンテンツ情報を複数記
憶し、当該各コンテンツ情報を前記確認用位置情報毎に対応付けられた前記複数のアドレ
ス情報のそれぞれに対応づけて記憶させると共に、前記アドレス情報及び前記コンテンツ
情報からなるメール基本情報の１つと前記確認用位置情報の１つとを対応付けた対応付情
報を、前記メール基本情報の数と同数生成して記憶させる工程を含み、
　前記メール送信工程は、前記端末位置情報取得工程にて取得された端末位置情報と一致
した前記確認用位置情報に対応づけて記憶されている前記メール基本情報のリストを作成
し、当該リストの先頭の前記メール基本情報を取得すると共に、このメール基本情報を前
記リストから除去し、当該取得したメール基本情報内の前記アドレス情報を送信先のメー
ルアドレスを表す情報として含み、かつ、当該取得したメール基本情報内の前記コンテン
ツ情報をメールの内容を表す情報として含むメール情報を送信するように構成されたメー
ル送信方法。
【請求項５】
　情報処理装置に、
　携帯型情報処理端末の位置を表す端末位置情報を取得する端末位置情報取得手段と、
　入力される確認用位置を表す確認用位置情報を受け付ける確認用位置情報受付手段と、
　前記受け付けられた確認用位置情報を複数記憶すると共に、当該確認用位置情報にメー
ルアドレスを表すアドレス情報を複数対応づけて記憶手段に記憶させる情報記憶処理手段
と、
　前記取得された端末位置情報と前記確認用位置情報とを比較し、その比較結果に基づい
て当該確認用位置情報に対応づけて記憶されている前記アドレス情報を送信先のメールア
ドレスを表す情報として含むメール情報を送信するメール送信手段と、
　前記メール送信手段による前記メール情報の送信が失敗した場合に当該メール情報の送
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信が失敗した旨を表す送信成否情報を出力する送信成否情報出力手段と、
を実現させると共に、
　前記情報記憶処理手段は、更に、前記記憶手段にメールの内容を表すコンテンツ情報を
複数記憶し、当該各コンテンツ情報を前記確認用位置情報毎に対応付けられた前記複数の
アドレス情報のそれぞれに対応づけて記憶すると共に、前記アドレス情報及び前記コンテ
ンツ情報からなるメール基本情報の１つと前記確認用位置情報の１つとを対応付けた対応
付情報を、前記メール基本情報の数と同数生成して記憶するように構成され、
　前記メール送信手段は、前記端末位置情報取得手段にて取得された端末位置情報と一致
した前記確認用位置情報に対応づけて記憶されている前記メール基本情報のリストを作成
し、当該リストの先頭の前記メール基本情報を取得すると共に、このメール基本情報を前
記リストから除去し、当該取得したメール基本情報内の前記アドレス情報を送信先のメー
ルアドレスを表す情報として含み、かつ、当該取得したメール基本情報内の前記コンテン
ツ情報をメールの内容を表す情報として含むメール情報を送信する、
ことを実現させるためのメール送信プログラム。
【請求項６】
　携帯型情報処理端末と、当該携帯型情報処理端末と通信する情報処理装置と、を含む情
報処理システムにおいて、
　前記携帯型情報処理端末は、
　当該携帯型情報処理端末の位置を表す端末位置情報を取得する端末位置情報取得手段と
、
　前記取得された端末位置情報を送信する端末位置情報送信手段と、
　を備え、
　前記情報処理装置は、
　前記送信された端末位置情報を受信する端末位置情報受信手段と、
　入力される確認用位置を表す確認用位置情報を受け付ける確認用位置情報受付手段と、
　前記受け付けられた確認用位置情報を複数記憶すると共に、当該確認用位置情報にメー
ルアドレスを表すアドレス情報を複数対応づけて記憶する情報記憶手段と、
　前記受信された端末位置情報と前記確認用位置情報とを比較し、その比較結果に基づい
て当該確認用位置情報に対応づけて記憶されている前記アドレス情報を送信先のメールア
ドレスを表す情報として含むメール情報を送信するメール送信手段と、
　前記メール送信手段による前記メール情報の送信が失敗した場合に当該メール情報の送
信が失敗した旨を表す送信成否情報を出力する送信成否情報出力手段と、
を備え、
　前記情報記憶手段は、更に、メールの内容を表すコンテンツ情報を複数記憶し、当該各
コンテンツ情報を前記確認用位置情報毎に対応付けられた前記複数のアドレス情報のそれ
ぞれに対応づけて記憶すると共に、前記アドレス情報及び前記コンテンツ情報からなるメ
ール基本情報の１つと前記確認用位置情報の１つとを対応付けた対応付情報を、前記メー
ル基本情報の数と同数生成して記憶するように構成され、
　前記メール送信手段は、前記端末位置情報受信手段にて受信された端末位置情報と一致
した前記確認用位置情報に対応づけて記憶されている前記メール基本情報のリストを作成
し、当該リストの先頭の前記メール基本情報を取得すると共に、このメール基本情報を前
記リストから除去し、当該取得したメール基本情報内の前記アドレス情報を送信先のメー
ルアドレスを表す情報として含み、かつ、当該取得したメール基本情報内の前記コンテン
ツ情報をメールの内容を表す情報として含むメール情報を送信するように構成された情報
処理システム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、メールを送信する情報処理装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　現在の位置を表す情報を取得する機能（ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎ
ｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）機能）を有する携帯型の情報処理装置（携帯型情報処理端末）が知ら
れている。携帯型情報処理端末は、例えば、携帯電話機、ＰＨＳ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｈ
ａｎｄｙｐｈｏｎｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄａｔａ　Ａｓｓｉ
ｓｔａｎｃｅ、Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）及び携帯型ゲ
ーム機等である。
【０００３】
　この種の情報処理装置の一つとして、特許文献１に記載の情報処理装置は、予め設定さ
れた確認用位置に到達したとき、その確認用位置に対応づけて設定された１つのメールア
ドレスへメールを送信するように構成されている。
【０００４】
　この情報処理装置によれば、情報処理装置を携帯する被監視ユーザ（例えば、子供）が
確認用位置（例えば、公園）に到達した場合、監視ユーザ（例えば、その子供の親）へ自
動的にメールが送信される。この結果、監視ユーザは、被監視ユーザが確認用位置に到達
したことを直ちに知ることができる。
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－２６４６１５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、この情報処理装置によれば、１つの確認用位置に対して１つのメールア
ドレスしか設定できない。従って、被監視ユーザが確認用位置に到達したことを複数のユ
ーザに知らせたい場合（例えば、被監視ユーザである子供の友達の親へも被監視ユーザの
到達を知らせたい場合）であっても、これら複数のユーザのすべてへメールを送信させる
ことができないという問題があった。
【０００７】
　このため、本発明の目的は、上述した課題である「携帯型情報処理端末が確認用位置（
の近傍）に到達した場合に複数のユーザへメールが送信されないこと」を解決する情報処
理装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　かかる目的を達成するため本発明による情報処理装置は、携帯型情報処理端末の位置を
表す端末位置情報を取得する端末位置情報取得手段を備える。
【０００９】
　更に、この情報処理装置は、
　確認用位置を表す確認用位置情報にメールアドレスを表すアドレス情報を複数対応づけ
て記憶する情報記憶手段と、
　前記取得された端末位置情報と前記確認用位置情報とを比較し、その比較結果に基づい
て当該確認用位置情報に対応づけて記憶されている前記アドレス情報を送信先のメールア
ドレスを表す情報として含むメール情報を送信するメール送信手段と、を備える。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係る情報処理装置によれば、携帯型情報処理端末が確認用位置（の近傍）に到
達した場合に複数のユーザのすべてにメールを送信する情報処理装置を提供することがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明に係るメール送信プログラムを実行する情報処理装置及び本発明に係るメ
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ール送信方法を用いる情報処理装置の実施形態について図１～図６を参照しながら説明す
る。
【００１２】
＜実施形態＞
　図１に示したように、実施形態に係る情報処理装置１は、携帯型情報処理端末としての
携帯電話機である。携帯電話機１は、図示しないサーバ装置（本例では、基地局）と通信
するようになっている。携帯電話機１は、制御部１０と、無線信号処理部２０と、ＧＰＳ
信号処理部（端末位置情報取得手段、端末位置情報取得工程）３０と、音声信号処理部４
０と、入力部５０と、表示部６０と、を含む。
【００１３】
　制御部１０は、バスを介して互いに接続されたＣＰＵ１１及びメモリ（記憶手段）１２
を有する。ＣＰＵ１１は、メモリ１２に記憶されている所定のプログラムを実行すること
により、携帯電話機１を構成する各部を制御するようになっている。
【００１４】
　また、無線信号処理部２０には、無線用アンテナ２１が接続されている。無線信号処理
部２０は、制御部１０からの送信情報に基づいて（送信情報を表す信号を変調することに
より）送信信号を生成し、生成した送信信号を、無線用アンテナ２１を介して図示しない
基地局へ送信するようになっている。更に、無線信号処理部２０は、無線用アンテナ２１
を介して図示しない基地局からの受信信号を受信し、受信した受信信号に基づいて（受信
信号を復調することにより）受信情報を取得し、取得した受信情報を制御部１０へ送るよ
うになっている。
【００１５】
　一方、ＧＰＳ信号処理部３０には、ＧＰＳ用アンテナ３１が接続されている。ＧＰＳ信
号処理部３０は、稼働状態と非稼働状態とに切り替わるようになっている。ＧＰＳ信号処
理部３０は、制御部１０からの起動指示情報に応じて稼働状態に切り替わり、一方、制御
部１０からの停止指示情報に応じて非稼働状態に切り替わるようになっている。
【００１６】
　更に、ＧＰＳ信号処理部３０は、稼働状態にある場合、ＧＰＳ用アンテナ３１を介して
図示しない複数のＧＰＳ衛星からのＧＰＳ信号を受信し、受信したＧＰＳ信号に基づいて
（ＧＰＳ信号を復調することにより）ＧＰＳ情報を取得するようになっている。更に、Ｇ
ＰＳ信号処理部３０は、取得したＧＰＳ情報に基づいて携帯電話機１の位置を表す端末位
置情報（本例では、緯度を表す緯度情報及び経度を表す経度情報）を生成（取得）し、生
成した端末位置情報を制御部１０へ送るようになっている。
【００１７】
　また、音声信号処理部４０には、マイクロホン４１及びスピーカ４２が接続されている
。マイクロホン４１は、マイクロホン４１の周囲の音声を表す入力音声信号を出力するよ
うになっている。音声信号処理部４０は、マイクロホン４１により出力された入力音声信
号に基づいて（入力音声信号を変換することにより）入力音声情報を生成し、生成した入
力音声情報を制御部１０へ送るようになっている。
【００１８】
　加えて、音声信号処理部４０は、制御部１０からの出力音声情報に基づいて（出力音声
情報を変換することにより）出力音声信号を生成し、生成した出力音声信号をスピーカ４
２へ送るようになっている。スピーカ４２は、音声信号処理部４０からの出力音声信号が
表す音声をスピーカ４２の外部へ出力するようになっている。
【００１９】
　更に、制御部１０は、図示しない基地局との間の音声通信用接続又はデータ通信用接続
を確立するために、制御用送信情報を無線信号処理部２０へ送るとともに制御用受信情報
を無線信号処理部２０から受け取るようになっている。
【００２０】
　制御部１０は、音声通信用接続が確立している場合、音声信号処理部４０からの入力音
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声情報を送信情報として無線信号処理部２０へ送るようになっている。更に、制御部１０
は、音声通信用接続が確立している場合、無線信号処理部２０からの受信情報に基づいて
出力音声情報を生成し、生成した出力音声情報を音声信号処理部４０へ送るようになって
いる。このような構成により、携帯電話機１のユーザは、音声通信用接続が確立している
場合、マイクロホン４１及びスピーカ４２を介して通話を行うことができる。
【００２１】
　また、制御部１０は、データ通信用接続が確立している場合、メモリ１２に記憶されて
いるメール基本情報に基づいてメール情報を生成し、生成したメール情報を送信情報とし
て無線信号処理部２０へ送るようになっている。更に、制御部１０は、データ通信用接続
が確立している場合、無線信号処理部２０からの受信情報に基づいて受信メール情報を生
成し、生成した受信メール情報をメモリ１２に記憶させるようになっている。
【００２２】
　入力部５０は、図示しない複数のキー（ボタン式スイッチ）を有している。入力部５０
は、これらのキーが押し込まれると、それぞれのキーに対応する操作入力情報を出力する
ようになっている。
【００２３】
　表示部６０は、図示しないディスプレイを有している。表示部６０は、制御部１０から
の画像情報に基づいてそのディスプレイに文字及び図形等からなる画像を表示するように
なっている。
【００２４】
　図２は、上記のように構成された携帯電話機１の機能を表すブロック図である。この機
能は、ＣＰＵ１１が後述する図６に示したフローチャートにより表されるプログラム等を
実行することにより、及び、ＧＰＳ信号処理部３０がＧＰＳ信号処理部３０に組み込まれ
たプログラムを実行することにより、実現される。
【００２５】
　この携帯電話機１の機能は、メール基本情報受付部７１と、確認用位置情報受付部（確
認用位置情報受付手段）７２と、情報記憶部（情報記憶手段、情報記憶処理手段）７３と
、対応付情報受付部７４と、消去指示情報受付部（消去指示情報受付手段）７５と、情報
消去部（情報消去手段）７６と、メール送信部（メール送信手段）７７と、送信成否情報
出力部（送信成否情報出力手段）７８と、を含む。
【００２６】
　メール基本情報受付部７１は、送信先のメールアドレスを表すアドレス情報、メールの
タイトルを表すタイトル情報及びメールの本文を表す本文情報からなるメール基本情報を
入力させるための入力インターフェースとしての画像を表示部６０のディスプレイに表示
させる。メール基本情報受付部７１は、入力された操作入力情報に基づいてメール基本情
報を生成し、生成したメール基本情報を情報記憶部７３へ送る。なお、タイトル情報及び
本文情報は、コンテンツ情報を構成している。
【００２７】
　確認用位置情報受付部７２は、確認用位置を表す確認用位置情報（本例では、確認用位
置の緯度を表す緯度情報及び経度を表す経度情報）を入力させるための入力インターフェ
ースとしての画像を表示部６０のディスプレイに表示させる。確認用位置情報受付部７２
は、入力された操作入力情報に基づいて確認用位置情報を生成し、生成した確認用位置情
報を情報記憶部７３へ送る。即ち、確認用位置情報受付部７２は、入力された確認用位置
情報を受け付け、受け付けた確認用位置情報を情報記憶部７３へ送る機能である、という
こともできる。
【００２８】
　情報記憶部７３は、メール基本情報受付部７１からメール基本情報を受け取ると、受け
取ったメール基本情報を新たに記憶する。更に、情報記憶部７３は、確認用位置情報受付
部７２から確認用位置情報を受け取ると、受け取った確認用位置情報を新たに記憶する。
【００２９】
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　対応付情報受付部７４は、情報記憶部７３に記憶されている確認用位置情報の１つと、
情報記憶部７３に記憶されているメール基本情報の１つと、の対応づけを表す対応付情報
を入力させるための入力インターフェースとしての画像を表示部６０のディスプレイに表
示させる。対応付情報受付部７４は、入力された操作入力情報に基づいて対応付情報を生
成し、生成した対応付情報を情報記憶部７３へ送る。
【００３０】
　一方、情報記憶部７３は、対応付情報受付部７４から対応付情報を受け取ると、受け取
った対応付情報を新たに記憶する。このような構成により、１つの確認用位置情報に対し
て複数のメール基本情報が対応づけて記憶され得る。
【００３１】
　消去指示情報受付部７５は、情報記憶部７３に記憶されている確認用位置情報を消去す
る指示を表す消去指示情報を入力させるための入力インターフェースとしての画像を表示
部６０のディスプレイに表示させる。消去指示情報受付部７５は、入力された操作入力情
報に基づいて消去指示情報を生成し、生成した消去指示情報を情報消去部７６へ送る。即
ち、消去指示情報受付部７５は、入力された消去指示情報を受け付け、受け付けた消去指
示情報を情報消去部７６へ送る機能である、ということもできる。
【００３２】
　情報消去部７６は、消去指示情報受付部７５から消去指示情報を受け取った（受け付け
た）場合、受け取った消去指示情報に基づいて情報記憶部７３に記憶されている確認用位
置情報を消去するとともに、その確認用位置情報に係る対応付情報を消去する。
【００３３】
　メール送信部７７は、ＧＰＳ信号処理部３０からの端末位置情報と、情報記憶部７３に
記憶されている確認用位置情報と、に基づいて端末位置情報が表す端末位置（携帯電話機
１の位置）が、確認用位置情報が表す確認用位置を含む所定の領域（本例では、確認用位
置を中心とした半径５０ｍ以内の領域）内にあるか否かを判定する。
【００３４】
　更に、メール送信部７７は、端末位置が上記領域内にあると判定した場合、その確認用
位置情報と、情報記憶部７３に記憶されている対応付情報と、に基づいてその確認用位置
情報に対応づけて情報記憶部７３に記憶されているメール基本情報を取得する。
【００３５】
　加えて、メール送信部７７は、制御用送信情報を無線信号処理部２０へ送るとともに制
御用受信情報を無線信号処理部２０から受け取ることにより、図示しない基地局との間の
データ通信用接続を確立する。そして、メール送信部７７は、取得したメール基本情報に
基づいてメール情報を生成し生成したメール情報を送信情報として無線信号処理部２０へ
送る。
【００３６】
　このような構成により、端末位置が確認用位置を含む上記領域内（即ち、確認用位置の
近傍）にある場合、その確認用位置を表す確認用位置情報に対応づけて記憶されているメ
ール基本情報に基づくメール情報のすべてが送信される。また、メール送信部７７は、Ｇ
ＰＳ信号処理部３０からの端末位置情報と情報記憶部７３に記憶されている確認用位置情
報とを比較し、その比較結果に基づいてその確認用位置情報に対応づけて記憶されている
アドレス情報を送信先のメールアドレスを表す情報として含むメール情報を送信する機能
である、ということができる。
【００３７】
　送信成否情報出力部７８は、メール送信部７７によるメール情報の送信が終了してから
所定の待機時間が経過するまでの間に、その送信に係るメール情報を受信した旨を表す受
信完了情報を図示しない基地局から受信しなかった場合（即ち、メール情報の送信が失敗
した場合）、表示部６０のディスプレイにメール情報の送信が失敗した（成功しなかった
）旨を表す画像を表示させる（送信成否情報を出力する）。
【００３８】
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　次に、上述した携帯電話機１の作動について具体的に述べる。
【００３９】
　携帯電話機１のＣＰＵ１１は、図示しない基本プログラムを実行することにより、複数
のプログラムの一覧を示し且つその一覧の中から１つのプログラムのみを選択可能なメニ
ューを含む画像（初期画像）を表示部６０のディスプレイに表示させる。これらのプログ
ラムには、後述するメール基本情報入力プログラム、確認用位置情報入力プログラム、対
応付情報入力プログラム、情報消去プログラム及び到着時メール送信プログラム（図６を
参照）が含まれる。ＣＰＵ１１は、メニュー内の１つのプログラムを選択する操作入力情
報が入力されると、選択されたプログラムの実行を開始する。ＣＰＵ１１は、そのプログ
ラムの実行が終了すると、再び初期画像を表示させる。
【００４０】
　ＣＰＵ１１は、図示しないメール基本情報入力プログラムを実行することにより、アド
レス情報を入力するための入力欄と、タイトル情報を入力するための入力欄と、本文情報
を入力するための入力欄と、が設けられた画像を表示部６０のディスプレイに表示させる
。更に、ＣＰＵ１１は、操作入力情報に応じて入力対象となる入力欄を切り替えるととも
に、入力される操作入力情報を受け付ける。そして、ＣＰＵ１１は、入力が完了した旨を
表す操作入力情報に応じて、受け付けた操作入力情報に基づくメール基本情報を、メール
基本情報ＩＤ（本例では、メール基本情報がメモリ１２に記憶される順に１ずつ大きくな
る整数）と対応づけてメモリ１２に新たに記憶させる。次いで、ＣＰＵ１１は、このメー
ル基本情報入力プログラムの実行を終了する。なお、このメール基本情報入力プログラム
が実行されることは、メール基本情報受付部７１及び情報記憶部（情報記憶処理工程）７
３の一部に対応している。
【００４１】
　従って、ユーザが、初期画像が表示されている状態（初期状態）においてメール基本情
報入力プログラムを選択する操作及びメール基本情報を入力する操作（入力部５０のキー
を用いた入力操作）を繰り返し行うことにより、メモリ１２には、図３に示したように、
複数のメール基本情報３０１～３０５が記憶される。ここで、メールアドレス「ａａａ＠
ｄｏｍａｉｎ」はユーザ「ＦＮＡ」が有する携帯電話機のメールアドレスであり、メール
アドレス「ｂｂｂ＠ｄｏｍａｉｎ」はユーザ「ＦＮＢ」が有するＰＣ（パーソナル・コン
ピュータ）のメールアドレスであり、メールアドレス「ｃｃｃ＠ｄｏｍａｉｎ」はユーザ
「ＬＮＣ」が有する携帯電話機のメールアドレスであり、メールアドレス「ｄｄｄ＠ｄｏ
ｍａｉｎ」はユーザ「ＦＮＤ」が有する携帯電話機のメールアドレスである。
【００４２】
　一方、ＣＰＵ１１は、図示しない確認用位置情報入力プログラムを実行することにより
、地図と、地図内の１点を示す位置選択用カーソルと、が設けられた画像を表示部６０の
ディスプレイに表示させる。更に、ＣＰＵ１１は、操作入力情報に応じて地図内の位置選
択用カーソルを移動させる。そして、ＣＰＵ１１は、位置の選択が完了した旨を表す操作
入力情報に応じて、地図内の位置選択用カーソルの位置に基づいて確認用位置情報（確認
用位置の緯度を表す緯度情報及び確認用位置の経度を表す経度情報）を生成する。次いで
、ＣＰＵ１１は、生成した確認用位置情報を、確認用位置情報ＩＤ（本例では、確認用位
置情報がメモリ１２に記憶される順に１ずつ大きくなる整数）と対応づけてメモリ１２に
新たに記憶させる。そして、ＣＰＵ１１は、この確認用位置情報入力プログラムの実行を
終了する。なお、この確認用位置情報入力プログラムが実行されることは、確認用位置情
報受付部７２及び情報記憶部（情報記憶処理工程）７３の一部に対応している。
【００４３】
　従って、ユーザが、初期状態において確認用位置情報入力プログラムを選択する操作及
び確認用位置情報を入力する操作（入力部５０のキーを用いた入力操作）を繰り返し行う
ことにより、メモリ１２には、図４に示したように、複数の確認用位置情報４０１，４０
２が記憶される。ここで、確認用位置情報４０１は、「Ａ塾」の位置を表す。即ち、緯度
「ＬＡＴａ」及び経度「ＬＮＧａ」はそれぞれ「Ａ塾」の緯度及び経度である。また、確
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認用位置情報４０２は、「Ｂ公園」の位置を表す。即ち、緯度「ＬＡＴｂ」及び経度「Ｌ
ＮＧｂ」はそれぞれ「Ｂ公園」の緯度及び経度である。
【００４４】
　このように、ユーザは、確認用位置情報を入力することにより、新たな確認用位置情報
を容易に追加することができる。
【００４５】
　更に、ＣＰＵ１１は、図示しない対応付情報入力プログラムを実行することにより、２
つの入力欄が設けられた画像を表示部６０のディスプレイに表示させる。一方の入力欄は
、メモリ１２に記憶されている確認用位置情報の一覧を示し且つその一覧の中から１つの
確認用位置情報のみを選択可能な入力欄である。他方の入力欄は、メモリ１２に記憶され
ているメール基本情報の一覧を示し且つその一覧の中から１つ又は複数のメール基本情報
を選択可能な入力欄である。
【００４６】
　更に、ＣＰＵ１１は、操作入力情報に応じて入力対象となる入力欄を切り替えるととも
に、入力される操作入力情報を受け付ける。そして、ＣＰＵ１１は、入力が完了した旨を
表す操作入力情報に応じて、受け付けた操作入力情報に基づいて、選択されたメール基本
情報の数と同数の対応付情報（確認用位置情報ＩＤ及びメール基本情報ＩＤの組からなる
情報）を生成し、生成した対応付情報をメモリ１２に新たに記憶させる。次いで、ＣＰＵ
１１は、この対応付情報入力プログラムの実行を終了する。なお、この対応付情報入力プ
ログラムが実行されることは、対応付情報受付部７４及び情報記憶部（情報記憶処理工程
）７３の一部に対応している。
【００４７】
　従って、ユーザが、初期状態において対応付情報入力プログラムを選択する操作及び対
応付情報を入力する操作（入力部５０のキーを用いた入力操作）を繰り返し行うことによ
り、メモリ１２には、図５に示したように、複数の対応付情報５０１～５０５が記憶され
る。
【００４８】
　また、ＣＰＵ１１は、図示しない情報消去プログラムを実行することにより、メモリ１
２に記憶されている確認用位置情報の一覧を示し且つその一覧の中から１つ又は複数の確
認用位置情報を選択可能な入力欄が設けられた画像を表示部６０のディスプレイに表示さ
せる。更に、ＣＰＵ１１は、入力される操作入力情報を受け付ける。そして、ＣＰＵ１１
は、入力が完了した旨を表す操作入力情報に応じて、受け付けた操作入力情報（消去指示
情報）に基づいて、選択された確認用位置情報をメモリ１２から消去するとともに、選択
された確認用位置情報に係る対応付情報もメモリ１２から消去する。次いで、ＣＰＵ１１
は、この情報消去プログラムの実行を終了する。なお、この情報消去プログラムが実行さ
れることは、消去指示情報受付部７５及び情報消去部７６に対応している。
【００４９】
　このように、ユーザは、消去指示情報を入力することにより、確認用位置情報を容易に
消去することができる。換言すると、消去指示情報が入力されない限り、確認用位置情報
が記憶された状態が継続する。従って、例えば、メール情報の送信後、直ちにそのメール
情報の送信の基となった確認用位置情報が消去される場合と比較して、ユーザが再び確認
用位置情報を設定する手間を省くことができる。この結果、ユーザの利便性を向上させる
ことができる。
【００５０】
　いま、図３～図５に示したように、確認用位置情報、メール基本情報及び対応付情報が
メモリ１２に記憶されている状態において、携帯電話機１を携帯（保持）する被監視ユー
ザ「ＬＮＡ」が「自宅」から「Ｂ公園」へ移動する場合を想定する。
【００５１】
　この場合、先ず、被監視ユーザ「ＬＮＡ」の行動を監視したい監視ユーザ「ＦＮＡ」が
初期画像にて到着時メール送信プログラムを選択する。これにより、ＣＰＵ１１は、図６
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にフローチャートにより示した到着時メール送信プログラムを実行する。なお、この到着
時メール送信プログラムが実行されることは、メール送信部（メール送信工程）７７及び
送信成否情報出力部７８に対応している。
【００５２】
　具体的に述べると、ＣＰＵ１１は、到着時メール送信プログラムの処理を開始すると、
ステップ６０５にて、ＧＰＳ信号処理部３０が非稼働状態にある場合、ＧＰＳ信号処理部
３０へ起動指示情報を送ることによりＧＰＳ信号処理部３０の状態を稼働状態に切り替え
る。
【００５３】
　次いで、ＣＰＵ１１は、ステップ６１０にて、ＧＰＳ信号処理部３０からの端末位置情
報を受け取る。そして、ＣＰＵ１１は、ステップ６１５にて、取得した端末位置情報がメ
モリ１２に記憶されている確認用位置情報４０１，４０２のいずれかと一致しているか否
かを判定する。本例では、ＣＰＵ１１は、端末位置情報が表す端末位置が、確認用位置情
報が表す確認用位置を中心とした半径５０ｍ以内の領域内にある場合（即ち、端末位置が
確認用位置の近傍にある場合）、端末位置情報が確認用位置情報と一致していると判定す
る。
【００５４】
　この時点では、被監視ユーザは、「自宅」にいる。従って、端末位置が上記領域外にあ
るので、ＣＰＵ１１は、ステップ６１５にて「Ｎｏ」と判定して、所定の微小時間だけ待
機した後ステップ６１０へ戻り、ステップ６１０及びステップ６１５の処理を端末位置が
上記領域内に到達するまで繰り返し実行する。
【００５５】
　その後、被監視ユーザが「Ｂ公園」の近傍（「Ｂ公園」までの距離が５０ｍである位置
）に到達する。この状態においては、端末位置は上記領域内にある。従って、ＣＰＵ１１
は、ステップ６１５にて「Ｙｅｓ」と判定してステップ６２０に進む。なお、到着時メー
ル送信プログラムは、ステップ６１５にて「Ｙｅｓ」と判定された場合に、ＧＰＳ信号処
理部３０の状態を非稼働状態に切り替える処理を含んでいてもよい。
【００５６】
　そして、ＣＰＵ１１は、上記ステップ６１５にて「Ｙｅｓ」と判定する基となった（端
末位置と一致した確認用位置を表す）確認用位置情報４０２に対応づけて記憶されている
メール基本情報のリストを、図３～図５のテーブルを参照することにより作成する。従っ
て、この時点では、メール基本情報３０３～３０５からなるリストが作成される。
【００５７】
　次いで、ＣＰＵ１１は、ステップ６２５にて、リスト内にメール基本情報が残っている
か否かを判定する。この時点では、ＣＰＵ１１は、「Ｙｅｓ」と判定してステップ６３０
に進み、リストの先頭の情報（メール基本情報３０３）を取得するとともに、リストから
このメール基本情報３０３を除去する。
【００５８】
　そして、ＣＰＵ１１は、ステップ６３５にて、制御用送信情報を無線信号処理部２０へ
送るとともに制御用受信情報を無線信号処理部２０から受け取ることにより、図示しない
基地局との間のデータ通信用接続を確立する。そして、ＣＰＵ１１は、取得したメール基
本情報３０３に基づいてメール情報を生成する。メール情報は、メール基本情報３０３内
のアドレス情報を送信先のメールアドレスを表す情報として含むとともに、メール基本情
報３０３内のタイトル情報をメールのタイトルを表す情報として含み且つメール基本情報
３０３内の本文情報をメールの本文を表す情報として含む（即ち、メール基本情報３０３
内のコンテンツ情報をメールの内容（タイトル及び本文）を表す情報として含む）情報で
ある。更に、ＣＰＵ１１は、生成したメール情報を送信情報として無線信号処理部２０へ
送る。これにより、メール情報が図示しない基地局へ送信される。
【００５９】
　基地局は、メール情報を図示しない通信回線（本例では、インターネット）を介して送
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信先のメールアドレス「ａａａ＠ｄｏｍａｉｎ」へ送信する。これにより、監視ユーザ「
ＦＮＡ」が携帯する携帯電話機がメール情報を受信する。この結果、監視ユーザ「ＦＮＡ
」は、メール基本情報３０３内のタイトル情報及び本文情報が表す内容を有するメールを
閲覧する（メールを受け取る）ことができる。
【００６０】
　このように、携帯電話機１の位置が確認用位置である「Ｂ公園」に一致した場合（本例
では、携帯電話機１の位置が「Ｂ公園」を含む所定の領域内に到達した場合）、携帯電話
機１は、確認用位置情報に対応づけて記憶されているアドレス情報を送信先のメールアド
レスを表す情報として含むメール情報を送信する。
【００６１】
　これにより、携帯電話機１を携帯する被監視ユーザ「ＬＮＡ」が「Ｂ公園」の近傍に到
達した場合、被監視ユーザ「ＬＮＡ」がメール情報を送信する操作を行うことなく携帯電
話機１によりメール情報が送信される。この結果、監視ユーザ「ＦＮＡ」は、被監視ユー
ザ「ＬＮＡ」が「Ｂ公園」に到達したことを直ちに知ることができる。また、監視ユーザ
「ＦＮＡ」は、受け取ったメールを確認するだけで、被監視ユーザ「ＬＮＡ」の位置を確
認するための操作を別途行わなくとも、被監視ユーザ「ＬＮＡ」が「Ｂ公園」に到達した
ことを知ることができる。即ち、監視ユーザ「ＦＮＡ」及び被監視ユーザ「ＬＮＡ」のい
ずれの利便性も向上させることができる。
【００６２】
　次いで、ＣＰＵ１１は、メール情報の送信が成功したか否かを判定する。本例では、Ｃ
ＰＵ１１は、メール情報の送信を実行してから所定の待機時間が経過するまでの間に、メ
ール情報を受信した旨を表す受信完了情報を図示しない基地局から受信した場合にメール
情報の送信が成功したと判定する。
【００６３】
　いま、メール情報の送信が成功した場合を仮定して説明を続ける。
【００６４】
　この場合、ＣＰＵ１１は、ステップ６４０にて「Ｙｅｓ」と判定してステップ６２５に
戻り、ステップ６２５～ステップ６４０の処理を、リスト内にメール基本情報が存在しな
くなるまで繰り返し実行する。即ち、ＣＰＵ１１は、メール基本情報３０４に基づくメー
ル情報及びメール基本情報３０５に基づくメール情報を順に送信する。これにより、監視
ユーザ「ＬＮＣ」がメール基本情報３０４内のコンテンツ情報が表す内容を有するメール
を受け取り、且つ、監視ユーザ「ＦＮＤ」がメール基本情報３０５内のコンテンツ情報が
表す内容を有するメールを受け取る。
【００６５】
　この時点では、リスト内にメール基本情報が存在しなくなる。従って、ＣＰＵ１１がス
テップ６２５に進むと、ＣＰＵ１１は、「Ｎｏ」と判定してステップ６９９に直接進みこ
のプログラムの実行を終了する。
【００６６】
　このように、携帯電話機１を携帯する被監視ユーザ「ＬＮＡ」が確認用位置である「Ｂ
公園」の近傍に到達した場合、携帯電話機１は、「Ｂ公園」に対応づけて記憶されている
複数のアドレス情報が表すメールアドレスのそれぞれへメール情報を送信する。即ち、被
監視ユーザ「ＬＮＡ」が確認用位置（「Ｂ公園」）に到達したことを知らせたいユーザが
複数存在しても、その複数のユーザ（「ＦＮＡ」、「ＬＮＣ」及び「ＦＮＤ」）のすべて
にメール情報を送信することができる。この結果、複数のユーザのすべてに、被監視ユー
ザ「ＬＮＡ」が確認用位置に到達したことを直ちに知らせることができる。
【００６７】
　更に、携帯電話機１は、コンテンツ情報及びアドレス情報を１つのメール基本情報とし
て（コンテンツ情報をアドレス情報に対応付けて）記憶している。これにより、複数の監
視ユーザのそれぞれへその監視ユーザに応じた適切な内容を有するメールを送信すること
ができる。
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【００６８】
　なお、メール情報の送信が成功しなかった（失敗した）場合にはＣＰＵ１１は、ステッ
プ６４０にて「Ｎｏ」と判定してステップ６４５に進み、表示部６０のディスプレイにメ
ール情報の送信が失敗した旨を表す画像を表示させる。
【００６９】
　これにより、携帯電話機１を携帯する被監視ユーザ「ＬＮＡ」は、メール情報の送信が
失敗したか否かを知ることができる。これにより、メール情報の送信が失敗した場合、被
監視ユーザ「ＬＮＡ」は、例えば、メールを再送信させるように携帯電話機１を操作する
ことができる。この結果、メール情報の送信が失敗した場合においてメール情報が送信さ
れていない状態が継続する可能性を低減することができる。
【００７０】
　次に、携帯電話機１を携帯する被監視ユーザ「ＬＮＡ」が「自宅」へ一旦戻った後「自
宅」から「Ａ塾」へ移動する場合を想定する。この場合も、上述した場合と同様に、監視
ユーザ「ＦＮＡ」が初期画像にて到着時メール送信プログラムを選択する。これにより、
ＣＰＵ１１は、図６の到着時メール送信プログラムを実行する。
【００７１】
　従って、被監視ユーザ「ＬＮＡ」が「Ａ塾」の近傍に到達した場合（ステップ６１０及
びステップ６１５）、ＣＰＵ１１は、（「Ａ塾」の位置を表す）確認用位置情報４０１に
対応づけて記憶されているメール基本情報３０１，３０２からなるリストを作成する（ス
テップ６２０）。更に、ＣＰＵ１１は、リスト内のメール基本情報３０１に基づくメール
情報及びメール基本情報３０２に基づくメール情報を順に送信する（ステップ６２５～ス
テップ６４５）。
【００７２】
　このように、携帯電話機１は、確認用位置情報を複数記憶している。従って、ユーザ（
例えば、監視ユーザ「ＦＮＡ」）が確認用位置情報を変更する操作を行わなくとも、被監
視ユーザ「ＬＮＡ」が複数の確認用位置のそれぞれに到達したときにメールが送信される
。これにより、ユーザの利便性を向上させることができる。
【００７３】
　以上、説明したように、本発明に係る情報処理装置によれば、携帯電話機（携帯型情報
処理端末）１が確認用位置（の近傍）に到達した場合に複数のユーザのすべてにメール情
報を送信することができる。
【００７４】
　なお、本発明は上記実施形態に限定されることはなく、本発明の範囲内において種々の
変形例を採用することができる。例えば、上記実施形態は、携帯電話機１がメール情報を
送信するように構成されていたが、基地局がメール情報を送信するように構成されていて
もよい。
【００７５】
　この実施形態の変形例に対応する情報処理システムは、図７に示した機能を有する携帯
電話機１Ａ及び基地局８０を含む。なお、基地局８０は、基地局に接続された交換機等の
サーバ装置であってもよい。
【００７６】
　携帯電話機１Ａは、上記実施形態における携帯電話機１と同様の構成を備える。携帯電
話機１Ａの機能の一部である送信部（端末位置情報送信手段）７０は、ＧＰＳ信号処理部
（端末位置情報取得手段）３０からの端末位置情報と、入力部５０からの操作入力情報に
基づいて生成された確認用位置情報、メール基本情報及び対応付情報と、のそれぞれを基
地局８０へ送信する。
【００７７】
　基地局８０は、図示しないＣＰＵ、メモリ及び記憶手段としての記憶媒体（例えば、ハ
ードディスク装置）を備える情報処理装置である。更に、基地局８０は、携帯電話機１Ａ
と通信可能に構成されている。基地局８０は、そのＣＰＵがその記憶媒体に記憶されてい
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るプログラムを実行することにより図７に示した機能を実現する。
【００７８】
　基地局８０の機能の一部である受信部（端末位置情報受信手段）８１は、携帯電話機１
Ａから送信された端末位置情報、確認用位置情報、メール基本情報及び対応付情報を受信
する。
【００７９】
　更に、基地局８０の機能の他部は、上記実施形態におけるメール基本情報受付部７１、
確認用位置情報受付部７２、情報記憶部７３、対応付情報受付部７４、消去指示情報受付
部７５、情報消去部７６、及び、メール送信部７７にそれぞれ対応する、メール基本情報
受付部８２、確認用位置情報受付部８３、情報記憶部（情報記憶手段、情報記憶処理手段
）８４、対応付情報受付部８５、消去指示情報受付部８６、情報消去部８７、及び、メー
ル送信部（メール送信手段）８８を含む。
【００８０】
　即ち、基地局８０の情報記憶部８４は、受信部８１により受信された確認用位置情報、
メール基本情報及び対応付情報を記憶する。即ち、情報記憶部８４は、確認用位置情報を
記憶するとともに、複数のアドレス情報を当該確認用位置情報に対応づけて記憶する機能
である、ということができる。
【００８１】
　更に、基地局８０のメール送信部８８は、受信部８１により受信された端末位置情報と
、情報記憶部８４に記憶されている確認用位置情報と、を比較し、その比較結果に基づい
て当該確認用位置情報に対応づけて記憶されているアドレス情報を送信先のメールアドレ
スを表す情報として含むメール情報を送信する。
【００８２】
　この情報処理システムによれば、上記実施形態と同様に、携帯電話機１Ａが確認用位置
（の近傍）に到達した場合に基地局８０によって複数のユーザのすべてにメール情報が送
信される。この結果、複数のユーザのすべてに、携帯電話機１Ａを携帯する被監視ユーザ
が確認用位置に到達したことを直ちに知らせることができる。
【００８３】
　また、上記実施形態においては、携帯型情報処理端末は携帯電話機１であったが、ＰＨ
Ｓ、ＰＤＡ及び携帯型ゲーム機であってもよく、携帯型の（持ち運び可能な）端末であれ
ばよい。更に、上記実施形態においては、基地局は、メール情報をインターネットを介し
て送信するように構成されていたが、基地局が送信先のメールアドレスを有する携帯電話
機へ直接送信するように構成されていてもよい。即ち、上記実施形態におけるメールは、
電子メールであってもよく、携帯メールであってもよい。
【００８４】
　加えて、上記実施形態においては、コンテンツ情報はタイトル情報及び本文情報であっ
たが、これらの情報に加えて、又は、これらの情報に代えて、音声情報及び／又は図形情
報等を含んでいてもよい。
【００８５】
　また、上記実施形態においては、複数のＧＰＳ衛星からのＧＰＳ信号に基づいて端末位
置情報を取得するように構成されていたが、基地局からの信号（例えば、複数の基地局か
らの信号の強度等）に基づいて端末位置情報を取得するように構成されていてもよい。ま
た、上記実施形態は、携帯電話機１が端末位置情報を取得するように構成されていたが、
基地局が携帯電話機からの信号に基づいて端末位置情報を取得するように構成されていて
もよい。
【産業上の利用可能性】
【００８６】
　本発明は、ユーザが携帯する携帯電話機の位置を他のユーザに通知するための情報処理
システムに適用可能である。
【図面の簡単な説明】
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【図１】携帯電話機の構成の概略を表すブロック図である。
【図２】携帯電話機の機能の概略を表すブロック図である。
【図３】図１に示したメモリに記憶されたメール基本情報を示した表である。
【図４】図１に示したメモリに記憶された確認用位置情報を示した表である。
【図５】図１に示したメモリに記憶された対応付情報を示した表である。
【図６】図１に示したＣＰＵが実行する到着時メール送信プログラムを示したフローチャ
ートである。
【図７】変形例に係る情報処理システムの機能の概略を表すブロック図である。
【符号の説明】
【００８８】
１　　　携帯電話機
１Ａ　　携帯電話機
１０　　制御部
１１　　ＣＰＵ
１２　　メモリ
２０　　無線信号処理部
２１　　無線用アンテナ
３０　　ＧＰＳ信号処理部
３１　　ＧＰＳ用アンテナ
４０　　音声信号処理部
４１　　マイクロホン
４２　　スピーカ
５０　　入力部
６０　　表示部
７０　　送信部
７１　　メール基本情報受付部
７２　　確認用位置情報受付部
７３　　情報記憶部
７４　　対応付情報受付部
７５　　消去指示情報受付部
７６　　情報消去部
７７　　メール送信部
７８　　送信成否情報出力部
８０　　基地局
８１　　受信部
８２　　メール基本情報受付部
８３　　確認用位置情報受付部
８４　　情報記憶部
８５　　対応付情報受付部
８６　　消去指示情報受付部
８７　　情報消去部
８８　　メール送信部
３０１～３０５　　メール基本情報
４０１，４０２　　確認用位置情報
５０１～５０５　　対応付情報
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